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本
欄
の
コ
ラ
ム
「
石
橋
」
の
タ
イ
ト

ル
に
は
そ
れ
な
り
に
歴
史
的
背
景
が

あ
る
が
、
住
民
の
中
に
は
郷
土
芸
能

ば
か
り
か
、
運
動
会
な
ど
で
も
上
、

下
地
区
が
競
い
合
っ
た
こ
と
や
「
ね

ぶ
な
が
し
」
で
太
鼓
を
叩
き
合
っ
た

こ
と
な
ど
の
思
い
出
が
い
ま
だ
残
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
だ
が
、
大
半
は
石

橋
の
存
在
さ
え
忘
れ
か
け
て
い
る
◆

藤
琴
地
区
に
は
「
大
関
添
」
と
い
う

字
名
が
あ
る
。
こ
れ
は
元
々
大
堰
な

る
水
路
が
馬
坂
か
ら
荒
町
、
宝
昌
寺

の
裏
手
を
経
て
、
通
り
に
出
る
と
荒

町
、
大
町
の
境
界
線
を
横
切
り
、
Ｊ

Ａ
、
村
岡
プ
ロ
パ
ン
の
小
路
へ
流
れ
、

更
に
下
町
、
大
町
の
裏
屋
敷
を
通
っ

た
水
路
で
、
近
年
ま
で
そ
の
「
大
関
」

の
名
残
り
が
あ
っ
た
◆
丁
度
「
か
も

や
堂
」
の
あ
る
一
帯
は
「
肝
煎
屋
敷
」

で
、
そ
の
前
辺
り
を
木
橋
が
跨
い
で

あ
っ
た
。
橋
が
朽
ち
る
た
び
に
住
民

総
出
で
架
け
替
え
て
い
た
が
、
文
政

10
年
（
１
８
３
１
）
藤
琴
集
落
が
大

火
に
遇
い
、
そ
の
後
焼
け
な
い
橋
と

し
て
「
石
橋
」
に
切
り
替
え
た
。
勿

論
、
そ
れ
は
肝
煎
伊
藤
吉
兵
衛
が
奔

走
し
て
の
完
成
で
あ
る
◆
寛
政
元
年

（
１
７
８
９
）
藩
か
ら
井
口
来
宣
ら
３

人
の
巡
見
使
が
来
村
し
「
こ
の
村
は

上
町
、
下
町
の
二
筋
に
分
か
れ
、
小

路
も
所
々
に
あ
っ
て
か
な
り
大
き
な

村
居
だ
」
と
評
し
て
い
る
。
一
行
は

寺
沢
川
河
口
辺
り
の
舟
着
場
で
降
り
、

当
時
大
動
脈
で
あ
る
村
岡
プ
ロ
パ
ン

の
小
路
に
入
り
、
こ
の
「
石
橋
」（
当

時
は
木
橋
）
に
立
っ
て
村
の
活
気
を

眺
め
た
に
違
い
な
い
。（
Ｆ
）

石
橋
談
義
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何種類も図案化した
模様のパターン。

田代さんの手作り
駒ストラップ。

子ども用の獅子の頭は、
小さく軽い。

新たな素材（グラスファ
イバー）で補強を試す。

　藤里ごはん紹介～旬のミズ料理～

フジメシ

ミズたたき、藤里に来てから
知りました。中通女子会料理
教室でのミズ料理、どれもお
いしかったです。抗酸化作用
に優れ、老化防止によいミズ。
ぬめり成分ヌチンは
胃腸を守り肝機能を
強化するそうです。

数の子あえ舞茸煮物

天ぷら 切干大根煮物

ミズたたき
叩いてねばりを出し、
タマビロを加える

ＡＬＢＩＯＮ 白神研究所

株式会社アルビオンの小平さんと
伊藤さん（ヨモギ畑の前で）。

アルビオン白神研究所では、畑で
何十種類もの植物を育てて研究し
ています。藤里で育った植物が使
われている製品もありますが、ド
ラッグストアには売っていなく
て、百貨店か専門店でしか扱って
いないそうです。月の満ち欠けに
合わせて使い分ける美容液は、の
びがいいから 15ml ×２でひと月
もつらしいのですが（これが 1 万
5000 円……）、いつかセレブにな
る日が来たら使ってみたい‼

ヤマヨモギとカワ
ラヨモギが入って
いるイグニス ・ ネ
イチャーシリーズ

メリッサとタイムが
入っているイグニス・
ルナティスト

駒
踊
り
舞
台
裏

豪華な衣装に激しい動き、駒踊りの衣装は
毎年どこかしらの修繕が必要になるそうで
す。その時代でできる人がやっているとい
う衣装の修繕について伺いました。ぱっと
見では同じように見える衣装にも、直す人　
　　　　それぞれに工夫や試行錯誤、駒踊
　　　　　りへの思いにあふれたこだわり
　　　　　　がありました。それにしても、
　　　　　　　とても手が器用でうらやま　　　　
　　　　　　　　しいです！（取材協力：
　　　　　　　　　上若・村岡幹白さん、
　　　　　　　　　志茂若・田代滋穂さん）

上若
薄いベニヤに穴をあけ
て、ひもを通して５枚
をつなげます。肩に取
り付けるひもは鎧をつ
なぐひもに付けられて
います。裏地の布は全
面に貼られています。

志茂若
コンパネにフェルトを
貼った５枚の板を竹棒
で固定しています。取
り付けるためのひもは
竹に付けています。裏
地の布はそれぞれの板
に貼られています。

こんなに違う！ 肩鎧の裏側。

作業場の入口には駒踊りの絵
（田代さん画）。

村岡さんの専門的な図面、
エクセルで作られています。

子どもの身体に合わせた駒の
衣装は難しいという田代さん。

衣装づくりへのこだわり

あくまで趣味で…
と田代さんが作る
模型は精巧。
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子
供
時
代
の
一
の
渡

生
ま
れ
は
こ
こ
一
の
渡
、
５
人
兄

弟
の
長
男
。
坊
中
小
学
校
に
通
っ
て
、

昭
和
29
年
に
藤
里
中
学
校
を
卒
業
し

ま
し
た
。
子
供
の
頃
の
思
い
出
と
い

え
ば
、ま
ず
は
小
学
校
の
小
使
い
（
用

務
員
）
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
な
ら
す
始
業

の
ベ
ル
だ
な
。小
さ
い
兄
弟
連
れ
て
っ

て
、
自
分
の
隣
で
子
守
し
な
が
ら
授

業
受
け
た
こ
と
も
思
い
出
す
。

小
学
校
の
始
め
は
戦
争
だ
っ
た
。

手
回
し
の
サ
イ
レ
ン
が
ア
ー
と
鳴
る

と
、
頭
巾
み
た
い
の
か
ぶ
っ
て
神
社

ま
で
逃
げ
る
訓
練
し
た
り
、
夜
は
ラ

ン
プ
に
黒
い
布
か
け
て
暗
く
し
た
も

ん
だ
な
。
あ
と
自
分
の
家
が
農
家
で

も
自
由
に
お
米
食
べ
れ
な
く
て
、
お

米
に
豆
や
草
入
れ
た
り
、
夜
は
そ
ば

餅
！　

嫌
だ
っ
た
～
。
山
に
行
っ
て

は
す
も
も
、
い
ち
ご
や
あ
け
び
、
何

で
も
食
べ
た
な
。
さ
し
ど
り
（
い
た

ど
り
）
も
、
持
っ
て
る
塩
つ
け
て
。

よ
そ
の
家
の
す
ぐ
り
と
っ
て
食
べ
て
、

見
つ
か
れ
ば
怒
ら
れ
た
り(

笑)

。

井
戸
も
あ
っ
た
。
水
く
め
っ
て
言

わ
れ
れ
ば
、
一
生
懸
命
ど
っ
と
ど
っ

と
と
か
め
に
水
入
れ
て
。
お
盆
と
か

豆
腐
や
寒
天
自
分
の
家
で
作
っ
て
、

「
か
ど
っ
こ
」
っ
て
呼
ん
だ
、
湧
き
水

に
つ
け
て
冷
蔵
庫
代
わ
り
に
し
た
な
。

小
遣
い
も
、
親
に
も
ら
わ
な
い
で
、

子
供
た
ち
で
作
っ
た
。
山
で
せ
ん
ぶ

り
、
田
ん
ぼ
で
ど
じ
ょ
う
や
は
た
け

（
い
な
ご
）
と
っ
て
。
冬
な
る
と
罠
で

イ
タ
チ
捕
ま
え
た
。
皮
板
に
は
っ
て
、

市
日
に
持
っ
て
行
っ
た
。
皮
買
い
っ

て
あ
っ
て
結
構
高
く
売
れ
た
よ
。

中
学
校
へ
は
歩
い
て
通
っ
た
。
本

当
は
危
な
い
か
ら
ダ
メ
だ
け
ど
、
太

良
鉱
山
か
ら
の
「
ガ
ソ
リ
ン
」（
列
車
）

に
飛
び
乗
っ
た
り
。
中
学
校
は
農
繁

期
な
る
と
、
黒
板
に
名
前
書
け
ば
農

家
の
子
供
は
出
席
扱
い
で
休
め
る
。

学
校
さ
行
が
ね
っ
て
も
い
っ
て
、
さ

さ
っ
と
書
い
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た

な(

笑)

。

営
林
署
と
青
春
時
代

林
業
盛
ん
だ
っ
た
か
ら
、
学
校
の

卒
業
と
同
時
に
営
林
署
に
入
っ
た
。

俺
は
藤
里
担
当
区
の
田
中
組
。
苗
木

を
育
て
て
植
え
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
で

運
ん
だ
。
最
初
の
２
年
は
炊
事
係
。

「
山
泊
」
っ
て
い
っ
て
、
各
現
場
に
泊

ま
る
場
所
あ
っ
て
。
朝
２
時
く
ら
い

に
起
き
て
ご
飯
炊
い
て
。
昼
の
弁
当

つ
く
っ
て
、
仕
事
行
っ
て
、
夜
ご
飯

つ
く
っ
た
。
３
年
目
か
ら
よ
う
や
く

現
場
。
営
林
署
は
４
月
～
11
月
、
夏

だ
け
の
仕
事
だ
っ
た
。
冬
は
出
稼
ぎ
。

北
海
道
の
夕
張
、
栃
木
、
神
奈
川
と
、

本
採
用
な
る
ま
で
あ
ち
こ
ち
行
っ
た

な
ぁ
。

若
い
時
の
楽
し
い
こ
と
っ
て
、
青

年
会
っ
て
あ
っ
た
。
こ
こ
だ
と
「
中

通
青
年
会
」。
長
男
、
女
性
は
家
さ
残

る
、
若
い
人
は
ほ
と
ん
ど
全
部
入
る
。

で
、
芸
能
大
会
や
運
動
会
や
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
が
あ
っ
て
、
各
地
区
集

ま
っ
て
の
大
会
も
あ
っ
た
。
仕
事
終

わ
っ
た
あ
と
、
夜
学
校
の
体
育
館
で

練
習
し
て
。
テ
レ
ビ
も
な
ん
も
ね
ー

も
ん
、
お
も
し
ぇ
が
っ
た
な
ぁ
。
芸

能
大
会
っ
て
ば
、
外
に
舞
台
か
け
て
、

お
弁
当
と
っ
て
、
い
ー
っ
ぱ
い
人
来

て
。
マ
ド
ロ
ス
（
水
兵
さ
ん
）
だ
の
、

や
く
ざ
だ
の
（
の
芸
）
や
っ
た
な
。

あ
と
は
、
国
体
（
昭
和
36
年
秋
田

国
民
体
育
大
会
）
の
聖
火
リ
レ
ー
さ

選
ば
れ
た
時
や
っ
ぱ
感
激
し
た
～
。

大
沢
か
ら
矢
坂
ま
で
走
っ
た
っ
て

ね
っ
け
な
。

川
と
、
自
慢
の
中
通
！

藤
琴
川
、
今
は
き
れ
い
だ
し
、
魚

い
る
し
、
川
歩
く
の
楽
し
い
べ
。

営
林
署
退
職
し
て
か
ら
、
川
も
魚

釣
り
も
好
き
だ
っ
た
し
、「
早
く
退
職

し
ぇ
ー
」
っ
て
言
わ
れ
て
た
漁
業
組

合
に
入
っ
た
。
今
県
外
が
ら
釣
り
に

来
た
人
と
か
と
話
し
す
る
の
、
も
の

す
ご
い
生
き
が
い
だ
。「
あ
ー
ま
だ
来

た
よ
ー
」
と
か
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

見
で
来
た
よ
ー
」っ
て
、嬉
し
い
よ
～
。

だ
ど
も
俺
の
こ
ど
ば
わ
が
ら
ね
ん
だ

ど
。
津
軽
出
身
の
人
、
通
訳
で
来
た

こ
と
も
あ
っ
た
な(

笑) 

。
台
湾
か

ら
も
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
ま
で

ず
っ
と
来
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
い
て
、

ま
た
来
て
ほ
し
い
な
。

あ
と
は
、
じ
ゃ
が
ぎ
漁
っ
て
い
う

の
が
あ
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
来

た
こ
と
あ
っ
た
。
冬
、
凍
っ
た
川
に

雪
を
落
と
し
て
埋
め
て
い
っ
て
、
魚

を
捕
る
漁
だ
。
今
は
そ
ん
な
に
寒
く

な
い
し
雪
多
く
な
い
し
、
な
か
な
か

な
ー
。

森
の
え
き
は
、
今
は
ミ
ズ
や
た
ま

び
ろ
（
ノ
ビ
ル
）、春
は
山
菜
な
ん
か
、

二
ツ
井
の
値
段
見
て
安
く
出
し
て
る
。

せ
っ
か
く
来
て
も
ら
っ
て
、
地
元
の

も
の
な
い
と
寂
し
い
し
な
。「
ガ
イ
ド

の
人
が
話
し
て
た
の
こ
れ
だ
」
っ
て

買
っ
て
く
人
も
い
る
ん
だ
ど(

笑)

。

い
い
と
こ
ろ
が
中
通
に
は
全
部
ま

と
ま
っ
て
る
。
そ
れ
ど
う
活
か
し
て

い
く
か
っ
て
思
う
な
ぁ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
布
川
）

とんじこんじ抄
家を建てられた方なら
ご存知でしょう。制限
の 中 で、 必 要 な 場 や、
ど う 使 っ て い く の か。
苦 労 し 取 捨 選 択 し て、
愛着のある場は生まれ
る。家造りもまちづく
りも同じかもしれませ
ん。ここは私たちの家。
藤里にあかりをつける
“ かもや堂 ” の全国コン
ペ が 始 ま っ て い ま す。
私たちをワクワクさせ
る作品が多く集まるこ
とを期待。　　　（シャ

編集後記
暑い日が続きますね。 帽子
をかぶらず川遊びしたら、 熱
中症になりました。（藤原）

い
ち
か
わ
　
い
ち
じ
さ
ん

昭
和
14
年
一
の
渡
生
ま
れ
。
粕
毛
漁
業

協
同
組
合
理
事
。
交
通
安
全
協
会
施
設

部
長
。
趣
味
は
カ
メ
ラ
。
箱
型
カ
メ
ラ

以
降
10
台
以
上
を
保
有
。

♪市川さんも出演する「ハイビジョン特集 四季 里山の音景色」NHK/BS プレミアムで再放送。9月 3日午前 9：00 ～、11 日午前 0：45 ～（予定）。

作業場では湯気がもうもうと煙る。

聞き書き 第４回

熱々の蒸米に手際良く麹を混ぜ込む。

いつもではないのですが、
毎月定期的に開かれてい
る雑貨屋さん『ちょこっ
と展』があります。階段
を上がると、とってもカ
ラフル……よつば会のメ
ンバーを中心に、いろい
ろな手作り雑貨を販売し
ています。買わなくて見
るだけでも、かわいいも
のに囲まれて、ちょこっ
とゆっくり楽しめます。

手づくり作品 「ちょこっと展」

毎月 10 日～１週間 10:00 ～ 16:00

※ 8 月はお休み。 11 月まで。

川に来た人と
話しするの、
すごい生きがいだ。

一の渡 ・市川市治さん

青年会で藤駒登山。
（左が市川さん）

演
芸
大
会
で
マ
ド
ロ
ス
。

★ 藤里町営歯科診療所

宝昌寺

卍
ちょこっと展

藤田呉服店

★
●●歯科医院

宝昌寺

卍ちょこっと展

手作り雑貨はこちらでも！

湯の沢温泉郷

白神山地フリーマーケット

8 月 30 日

9 月 13・27 日

10 月 11 日

場所 ホテルゆとりあ藤里

第二駐車場


